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～地域の拠点・シンボルとなる体育館が完成～

上小鴨小学校屋内運動場改築工事竣工式

４月２５日（月）
　これまでの上小鴨小学校の屋内運動場（体育館）は、築３０年以
上が経過し、耐震強度の低さも指摘され、昨年の秋から改築工事を
行っていました。このたび完成し、学校・教育関係者や地元の人な
どが出席して竣工式が執り行われました。
　新しい屋内運動場は、延床面積が７２７．２０㎡の鉄骨造平屋建で、
改築の総工費は１億６，１７４万円。県内産の杉をふんだんに使い、上
部には大きな窓が開いた、明るく、温かみのある造りになっています。
　式の中で、６年生の竺原 優

すぐる

君は、「新しい体育館でスポーツを頑張
りたい」と工事に携わった人々に感謝の言葉を述べました。
　式終了後、地元上小鴨出身の小椋順二さんによるホルン演奏会
が開催され、春の暖かい日差しが差し込む真新しい体育館に、柔ら
かく優しいホルンの調べが響き渡りました。

～とどけ・ボクらの笑顔と元気～

第３３回櫻杯争奪相撲選手権大会桜ずもう

４月２４日（日）
　前日からの雨で肌寒い天気となったこの日、市営相撲広場には県内

外から２００人以上の子どもたちが集まりました。

　優勝を目指して、一所懸命に戦う子どもたちの様子に、観客の応援

にも熱が入り、会場全体が熱気にあふれていました。

　お昼に行われた佐渡ヶ嶽
たけ

部屋の力士とのぶつかり稽古では、大きな

力士を相手に子どもたち７～８人が一斉に挑みかかりました。しかし、

力士はビクともせず、逆に子どもたちは土俵の外に押し出されてしま

いました。そんな様子に、会場は声援と笑い声に包まれていました。

～すべての子どもが健やかに育つように～

児童福祉週間に伴う「こいのぼり掲揚」

４月２５日（月）
　５月５日の「こどもの日」から１週間は「児童福祉週間」です。

　これに伴い、倉吉市役所でも、石田市長と北谷保育園、どんぐり保育

園の園児約４０人により、屋上にこいのぼりが掲揚されました。石田市

長が「こいは、大きくて、強い魚です。こいのぼりは、皆さんのような子

どもがこいのように元気に成長することを願って空に揚げます。今日

は、みんなの力を合わせて揚げましょう」とあいさつしました。子ども

たちの元気な掛け声とともに、こいのぼりは高く揚がり、子どもたちが

歌う「こいのぼり」に合わせるように、悠々と泳いでいました。

～苦手な野菜がおいしいおやつに変身だ！～

野菜を使った、簡単おやつ作り

４月２０日（水）
　「うちの子は、野菜を全然食べなくて…」―栄養満点の野菜をた
くさん食べてほしいけど、子どもにとって、野菜はちょっと苦手
な存在です。そんな時には、子どもと一緒に作るおやつの中に
ちょっと入れたり、野菜そのものの味を生かしたおやつにしたり
すると、食べてくれるようになるかもしれません。
　今回のおやつ作りでは、栄養価が高く、簡単に作れる野菜を使っ
た３種類のおやつが紹介され、約１５組の親子が一緒に作りました。
　子どもたちは、材料をこねたり、丸めたりと一所懸命手伝って、で
きあがったおやつを「おいしいね」と笑顔でほおばっていました。
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～いざという時には、手を携えて～

災害時における物資供給に関する調印式

５月２日（月）
　鳥取県内や周辺県で日用品等の販売を幅広く手掛ける「株式会

社いない」と倉吉市の間で「災害時における物資供給に関する協

定」を締結しました。この協定は、災害時に、倉吉市が「いない」か

ら、災害応急対策に必要な物資の供給を優先的に受け、迅速かつ円

滑に市民への支援を実施するためのものです。「いない」は倉吉市

に本社を置き、北栄町に大規模な物流センターがあるため、東日本

大震災の緊急支援物資の供給にも大きな効果をあげられました。

　市役所で行われた調印式では、石田市長が「取り扱っておられる

商品は、市民生活に密着したものが多く、災害時に、市民の安心と

安全につながることを期待している」とあいさつし、「いない」稲井

範行社長は、「物流センターを生かして物資を豊富に供給したい」

と述べました。

～伝承される技術を体験～

「綿から布へ」

５月１５日（日）
　江戸時代から明治にかけて、鳥取藩（県）は、木綿栽培を奨励し、

伯耆地方は耕作地として発展しました。東岩倉町にある倉吉淀屋

（牧田家）も広く木綿商いを手掛け、「伯耆木綿」を全国に流通させ

る一翼を担っていました。その当時をなぞり、糸紡ぎや機織りの実

演・体験イベントが開催されました。

　ほぐされた綿の実の塊から、するすると糸が紡ぎ出され、糸車に

巻き取られていく様子は、まさに魔法のよう。講師の鷲
す み

見早
さ よ こ

余子さ

ん（染色家）の「昔は、農閑期などに女性がこうやって、糸を紡ぎ、布

を織って家族の着物を作ってきたんです」という話に、参加者は、

感心したり、自分も糸車を回したりして「思ったより難しい」と四

苦八苦しながらも、楽しい時間を過ごしました。

～温泉街を駆けぬける～

せきがね温泉つつじまつり

５月１日（日）
　せきがね温泉つつじまつりのメインイベント「かごかきレース」

には、キッズの部５チームと一般の部１６チームが参加しました。

　各チームが工夫を凝らしたかごを担ぎ、関所で用意されたミニ

ゲームなどを楽しみながら、温泉街を巡りました。

　そして、早かごでは、キッズの部が３０ｍ、一般の部が８０ｍの

コースを、掛け声をかけ合い、歩調を合わせて全力で駆け抜けまし

た。中には勢い余ってバランスを崩すチームもあり、沿道から大き

な声援が起こっていました。

～天女へ届け、この音色～

打吹童子ばやしが打吹山山頂で演奏会

５月８日（日）
　母の日のこの日、打吹童子ばやしが創設２０年を記念して打吹

山山頂で演奏会を開催しました。

　当日は、早朝から小雨が降り、開催できるか心配されましたが、

天気は回復すると信じ、山頂目指して出発しました。

　太鼓の運搬は、社団法人倉吉青年会議所のメンバーが協力し、一

つひとつ担いで上がりました。

　山頂に到着し、演奏が始まると青空が広がっていきました。

子どもたち（童子）が心を込めて打った太鼓の響きは空の天女に届

いたようです。雲がまるで天女の羽衣のようでした。
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国民年金保険料の納付に困ったら…　　　　問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６―５３１１）
市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

　

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
人
の
た
め
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
の
年

金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時
の

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と

き
は
未
納
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
免
除

：

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全

額
、
ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
承

認
を
受
け
て
も
全
額
免
除
以
外
の
人
は
、
減

額
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
、
納
め

忘
れ
る
と
未
納
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

：

本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
以
下
の
30
歳
未
満
の
人
は
、
申

請
に
よ
り
納
付
を
後
払
い
で
き
ま
す
。

※ 

免
除
期
間
、お
よ
び
納
付
猶
予
期
間
は
７
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
、申
請
が
遅
れ
て
も

７
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
が
、申

請
時
に「
継
続
申
請
」を
希
望
す
る
と
、全
額

免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、翌
年
か
ら
は
申

請
手
続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

：

本
人
の
所
得
が
一

定
以
下
の
学
生
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間

中
の
保
険
料
を
後
払
い
で
き
ま
す
。
特
例
対

象
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
、
申

請
が
遅
れ
て
も
４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
認

め
ら
れ
ま
す
。
承
認
さ
れ
た
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
在
学
予
定
の
場
合
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
た
は
が
き
を
返
送
す
る
だ

け
で
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

６月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」
　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが

抱えている悩みを語り合い、分かち合ったり、

情報交換したり、何でも話し合える場です。

　気軽に参加してください。

倉吉会場第３木曜日
と　き：６月１６日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

関金会場７月、１０月、１月の第１木曜日
問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

と　き：６月２９日（水）午前１０時３０分～午後３時

内　容：午前話「いつまでも若々しい脳で」

講 師：石賀 純子さん（倉吉市認知症コーディネーター）

午後 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、健康

相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね    

参加料：１，３００円（昼食・入浴料）

募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人

＊毎月申し込みが必要です。送迎希望も受け付けます。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

６月ホッといきいき教室
　　　　　　         ～介護予防教室～

～有料広告募集中～

【大きさ】

１号：縦5㎝×横18㎝

２号：縦5㎝×横 9㎝

３号：縦5㎝×横 6㎝

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回

～倉吉の「元気印ミルク栽培」のメロンで日本を元気に！～

プリンスメロン査定会

５月２２日（日）
　ＪＡ鳥取中央本所で行われた、プリンスメロン査定会には、ＪＡ

関係者や生産農家など約７０人が出席しました。

　倉吉のプリンスメロンは、関係者の「安心・安全なメロンを消費者

に届けたい」という思いから、粉ミルクやブドウ糖を使った減農薬栽

培と、有機物や発酵堆肥を積極的に活用した土づくりで育ちます。

　今年は春先の天候不順で生育が心配されましたが、４月、５月に

天気の良い日が続き、糖度も玉太りも上々の出来。関係者も、「倉

吉のメロンで日本を元気にしたい」、「ぜひ皆さんに食べていただ

きたい」と顔をほころばせていました。

今 月 の 福祉補聴器相談会 今 月 の 福祉補聴器相談会 
日 時 ： 月6 22日（水） AM1 0 ： 00～1 2 ： 00 

場 所 ： 市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所 

相談 会 は 、 毎月第四水曜 日 で す 。 
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３
つ
の
基
本
目
標

　

プ
ラ
ン
で
は
次
の
３
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
尊
重
の
推
進

② 

職
場（
労
働
）・
地
域
・
家
庭
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

③ 

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
、

９
項
目
の
重
点
目
標
と
19
の
施
策
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

※ 

プ
ラ
ン
の
全
文
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
人
権
政
策
課
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

主
な
目
標
と
そ
の
施
策

【
政
策
・
方
針
決
定
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
実
現
】

　

本
市
が
開
催
す
る
審
議
会
な
ど
へ
の

女
性
登
用
率
40
％
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
各
団
体
に
女
性
の
選
出
を
お
願

い
し
、
公
募
枠
に
女
性
を
選
出
す
る
こ

と
、
女
性
人
材
登
録
制
度
の
導
入
な
ど
、

市
と
し
て
の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
声
や
力
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
識
改
革
と
、

※
１

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
図
る

取
り
組
み
を
、
市
と
市
民
、
事
業
者

が
協
働
し
、
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

【
配
偶
者
等
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
】

　

※
２

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
と
も
に
※
３

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
※
４

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
相
談
・
支
援
体
制
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
※
５

ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
職
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
、
家
庭
・

地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

誰
も
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
互

い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

倉吉市人権政策課

��２２―８１３０／   ２２―８１３５

№ 85

シリーズ

＞

用
語
解
説

＜

『
第
４
次
く
ら
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』

よ
り

※
１

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

：

女
性
一
人
一

人
が
、
法
的
、
経
済
的
、
政
治
的
な
力
や
自

己
決
定
能
力
な
ど
の
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
。

※
２

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

：

相
手

の
気
持
ち
に
反
し
た
性
的
な
い
や
が
ら
せ
。

※
３

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

：

夫
や
恋
人
な
ど
親
し
い
人
間
関
係
に
あ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
の
こ
と
。

※
４

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

：

職
場
に
お

い
て
、
職
務
上
の
地
位
や
影
響
力
に
基
づ
い

て
相
手
の
人
格
や
尊
厳
を
侵
害
す
る
言
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
人
や
周
囲
の
人
に

身
体
的
・
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
、
就
業
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
雇
用
不
安
を

与
え
る
行
為
の
こ
と
。

※
５

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

：

一
人

一
人
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
ち
な
が
ら

働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育

て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階

に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実
現
で

き
る
状
態
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
職
場
や
社

会
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

　

倉
吉
市
は
、『
第
４
次
く
ら
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』（
平
成
23
〜
27
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
ま
ち 

く
ら
よ
し
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
男
女
が
と
も
に
支
え
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
、
豊
か
で
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

『
第
４
次
く
ら
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』（
平
成
23
〜
27
年
度
）

　

〜 

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
〜

人
権
の
た
め
に
学
ぶ
同
和
教
育
講
座

第
１
回 

と　

き

：

６
月
11
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

 

講　

師

： 
黒
川 

み
ど
り
さ
ん（
静
岡
大
学
教

育
学
部
教
授
）

 

演　

題

： 『
部
落
問
題
の

＞

い
ま

＜

―
近
現

代
の
被
差
別
部
落
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
―
』

第
２
回 

 

と　

き

：

６
月
18
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

 

講　

師

：

松
村 

元
樹
さ
ん（
財
団
法
人
反
差

別
・
人
権
研
究
所
み
え 

事
務
・
研
究
員
）

 

演　

題

： 『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
〜
今

日
の
部
落
問
題
へ
の
提
起
〜
』

※
受
講
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
人
権
政
策
課（
あ
２
２
―

８
１
３
０
／
い
２
２
―

８
１
３
５
）

倉吉市女性人材登録制度
登録資格：倉吉市内在住か、市内

で仕事をしている２０歳以上の女

性で、専門的な知識・経験・関心

を持っている人。

登録後の活動

①各種審議会・委員会の委員

② 講師、倉吉市の各種事業への参

画など

登録手続：登録申込書を人権政策

課に提出してください。

問人権政策課（あ２２―８１３０／い２２―
８１３５）

あなたの知識・経験・やる気を生かしませんか

【プランの目標】

６月は、「倉吉市男女共同参画推進月間]
倉吉市は、「男女共同参画社会」への取り組みを進めています。
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 倉吉パークスクエア ６月の催し物 ピックアップ　倉吉パークスクエア ６月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★ 

倉吉未来中心（あ２３―５３９０／い４７―０２５５）、倉吉交流プラザ：（あ４７―１１８１／い４７―１１８０）

倉吉未来中心　大ホール

■第４１回中部地区サマーブラスコンサート

と　き：６月１２日（日）１２：３０～１６：００

■第３４回全日本おかあさんコーラス中国支部鳥取大会

と　き：６月２６日（日）１２：３０～１７：００　　　　 

倉吉未来中心　小ホール

■未来をひらく鳥取学　

　第１回　「認知症の正しい理解と効果的な予防」

と　き：６月１１日（土）１３：３０～１５：３０

■第３５回ピティナコンペティション　鳥取県大会

と　き：６月１８日（土）・１９日（日）１０：００～

■エレクトーンステージトミヤ店別大会（ソロの部）

と　き：６月２６日（日）１６：００～１９：００

倉吉未来中心　アトリウム
 

■第９回手作り＆雑貨マーケット in くらよし

と　き：６月４日（土）～５日（日）９：００（初日）～　　 

　　　  １６：００（最終日）

■游
ゆう

花いけばな展

と　き：６月１８日（土）～１９日（日）９：００（初日）～　　

　        １７：００（最終日）

　　　　
倉吉交流プラザ　第１研修室

■鳥取短期大学公開講座

　「つくる楽しさ　あじわう喜び」絵を描く心、見る心

と　き：６月１０日（金）１３：３０～１５：００

　　　　
倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

■鳥取短期大学公開講座

「つくる楽しさ　あじわう喜び」お酒と長寿の健康科学

と　き：６月２４日（金）１３：３０～１５：００

　　　　
ふれあい広場

■フリーマーケット「くらよし大市」

と　き：６月２６日（日）９：００～正午

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
百
花
堂
》　

■
写
友
会
う
し
お
写
真
展
3
日
〜
8
日　

■
へ
ん
な
親

子
展
10
日
〜
15
日　

■
写
真
集
団「
風
」作
品
展
17
日
〜
22
日　

■
山

本
順
子
油
絵
展
24
日
〜
29
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》　

■
第
37
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
中

部
地
区
予
選
・
倉
吉
市
東
伯
郡
陸
上
大
会
11
日
・
12
日　

■
第
7
回

マ
ル
イ
ス
ポ
ー
ツ
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
13
日　

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》　

■
鳥
取
県
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
5
日
・
26
日

《
市
営
野
球
場
》　

■
第
44
回
中
国
五
県
軟
式
野
球
予
選
大
会
5
日　

■
第
37
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
中
部
地
区
予
選
軟
式
野

球
大
会
9
日
・
10
日　

■
官
公
庁
軟
式
野
球
大
会
11
日
・
18
日　

■
第
15
回
西
日
本
軟
式
野
球
選
手
権
予
選
大
会
12
日
・
26
日　
　

■
第
13
回
中
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
野
球
大
会
・
開
会
式
25
日

《
市
営
関
金
野
球
場
》　

■
第
8
回
倉
吉
市
長
杯
倉
吉
ノ
ー
ス
リ
バ
ー

ボ
ー
イ
ズ
大
会
4
日
・
5
日　

■
第
37
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
中
部
地
区
予
選
軟
式
野
球
大
会
9
日
・
10
日　

■
第
41
回

鳥
取
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
11
日
・
12
日　

■
第
44
回
中
国
五
県

軟
式
野
球
予
選
大
会
19
日　

■
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
中
・
四
国
ク
ラ
ブ

リ
ー
グ
野
球
大
会
26
日
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市立図書館
倉吉市立図書館 あ４７―１１８３/い４７―１１８０
せきがね図書館 あ /い４５―２５２３

今月のオススメ

お天気ひろばin倉吉２０１１

　実験や工作コーナー、ゲームなど楽しい催しです。
と　き：７月２日（土）午後１時～４時
ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール
入場料：無料
問鳥取地方気象台（あ０８５７－２９－１３１２）

○ ◇
○ △
☆ ◇
○

6月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
6・13・20・27日は休館日

30日は資料整理休館日

○おはなしかい（14：00 ～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00 ～）倉
☆あきやまただし絵本ライブ（10：00　
　～）むかし話をきく会（14：00 ～）倉

△おはなしかい（10：30 ～）  関

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

「空想科学読本　１０」

柳田  理科雄／著  メディアファクトリー

　『空想科学読本』初刊行から１５年、記念

すべき第１０弾！「ドラゴンボールの如
に ょ い ぼ う

意棒

はなぜ伸びる？」など、読者からの質問にド

シドシ答える原稿３９本収録。

「三人姉妹殺人事件」

赤川  次郎／著  講談社

　朝、目覚めると、部屋には知らない美女
の死体が…。大事件に巻き込まれる三姉妹。
人気シリーズ「三姉妹探偵団」×「大貫警部」
夢のコラボミステリー。

「パパとあたしのさがしもの」

鈴木  永子／作・絵  ひさかたチャイルド

　あこちゃんはぬいぐるみのぽぽこちゃん
が大のお気に入り。けれどある朝、あこちゃ
んが目を覚ますと、ぽぽこちゃんがいなく
て…。

中部読書活動推進フォーラム２０１１
あきやまただし絵本ライブ
と　き：６月１９日（日）午前１０時～正午
ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール　
参加費：無料
定　員：子ども１００人　
　　　　大人５０人　（先着順）
※電話、ファックスによる事前申込必要

※絵本ライブ終了後、サイン会を行います。ただし絵本

　販売は行いません。必ず事前に絵本を購入し、会場に

　ご持参ください。一人１冊のみにサインをします。

※就学前の子どもを対象に託児を行います（８人まで）。

　６月１４日（火）までに電話でお申し込みください。
※あきやまただし　略歴

東京生まれ。東京芸術大学デザイン科卒業。

「はやくねてよ」（岩崎書店）で１９９５年に日本絵

本賞大賞を受賞。その他の作品・テレビアニメに

「まめうし」シリーズ（ＰＨＰ研究所）

「たまごにいちゃん」シリーズ（すずき出版）

「まめうしくん」「はなかっぱ」などがある。

同時開催 読書活動パネル展

ところ：倉吉交流プラザ エントランスホール

平成２３年度 倉吉博物館講座　

くらよしの魅力再発見

　郷土の歴史や文化芸術を学ぶ場として、倉吉博物館の学

芸員が月１回の講座を開きます。博物館所蔵の作品・資料

や地域の文化財を対象にして、いろいろな場所で行います。

倉吉の魅力を、一緒に再発見しませんか。

倉吉博物館講座①　

「実りの祈り　ー銅
どう

鐸
たく

のまつりー」

　小田で発見された2つの銅鐸を

中心に、弥生時代の農耕祭
さ い し

祀につ

いてわかりやすく解説します。

と　き：６月２５日（土）

　　　　午後１時３０分～３時

ところ：上北条公民館

定　員：３０人（申込不要）

参加費：無料

倉吉博物館講座－今後の予定ー

展覧会・催し　＊考古常設展も開催しています

第５７回倉吉市美術展覧会

　倉吉市ならびに中部地区の人々の幅広い創作活動の発

表の場です。いずれも力作ぞろいですので、どうぞご覧

ください。

会　期　前期：６月３日（金）～１２日（日）

　　　　　　　洋画・版画・彫刻・写真・デザイン

　　　　後期：６月１７日（金）～２６日（日）　　

　　　　　　　日本画・工芸・書道・彫刻

入館料：一般１５０円、高校・大学生５０円

表彰式：６月２６日（日）午後２時～（博物館ホール）

倉吉博物館
あ２２―４４０９/い２２―４４１５

日　程 ところ テーマ

７月３０日（土）成徳公民館
ミソ土の正体
－大山倉吉軽石－

８月２８日（日）
緑の彫刻
プロムナード他

野外彫刻をめぐろう

※９月以降の講座の予定は、順次お知らせします。

▲小田銅鐸

▲あきやまただしさん

６月の休館日　　１３日、２７日
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国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、
人

権
と
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に

奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、

世
界
１
２
５
か
国
に
３
，０
０
０
ク

ラ
ブ
と
約
９
０
，０
０
０
人
の
会
員

が
い
ま
す
。

　

そ
の
団
体
の
１
つ
と
し
て
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
倉
吉
は
あ
り
、

現
在
25
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

家
庭
内
暴
力
な
ど
問
題
を
抱
え

て
い
た
り
、
今
よ
り
も
っ
と
頑
張

ろ
う
と
し
て
る
女
性
や
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
奉
仕
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
倉
吉
で
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
懸
賞
事
業

で
す
。
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
本
部
が

設
置
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
賞
の

対
象
と
な
る
女
性
を
、
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
倉
吉
が
探
し
出
し
、
本
部

に
推
薦
し
て
い
ま
す
。
山
本
会
長

は「
賞
の
対
象
者
の
探
し
出
し
は
毎

年
苦
労
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
初
め

の
う
ち
は
な
か
な
か
情
報
が
集
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
何

年
も
続
け
て
い
く
中
で
、
周
囲
の

人
た
ち
に
も
少
し
ず
つ
活
動
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
が
集
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
継
続
は

力
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」と
活

動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
イ
ズ
予
防
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
人
身
取
引
な
ど
世
界
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
学
習
を

行
っ
た
り
、
地
域
の
施
設
で
使
っ

て
も
ら
う
布
団
作
り
や
バ
ザ
ー
の

開
催
な
ど
、
世
界
と
地
域
に
目
を

向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
倉

吉
の
周
年
事
業
で
は
、
倉
吉
市
の

文
化
面
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
も

の
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
10
周
年

事
業
と
し
て
平
成
元
年
に
福
祉
会

館
の
音
響
反
響
板
を
、
20
周
年
事

業
と
し
て
平
成
11
年
に
前
田
寛
治

の
絵
画
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
し

て
30
周
年
の
今
年
は
、
新
し
く
な

っ
た
倉
吉
駅
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

の
受
賞
作
品
で
あ
る
池
田

カ
オ
ル
さ
ん
の『
と
ど
い

た
調
べ
』
を
寄
贈
し
ま
し

た
。「
寄
贈
が
決
ま
っ
て

か
ら
大
阪
に
池
田
カ
オ
ル

さ
ん
の
作
品
展
を
見
に
行

き
ま
し
た
が
、
素
敵
な
作

品
ば
か
り
で
、
寄
贈
を
す

る
こ
と
に
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
打
吹
天
女
伝
説
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
、打
吹
山
、白
壁
土
蔵
群
、

城
下
町
の
街
並
み
の
観
光
地
と
し

て
、
観
光
客
を
迎
え
る
倉
吉
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
存
在
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
倉
吉
は
、

そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
で
女
性
や
地
域
な
ど
を
応
援
し
、

活
動
後
の
達
成
感
な
ど
を
新
た
な

活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
、
多

く
の
元
気
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

編集後記
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

23,815人（＋ 22）男

26,546人（＋  6）女

50,361人（＋ 28）計

20,386世帯（＋  7）

79人（－ 　2）男

173人（－ 　7）女

252人（－ 　9）計

  212世帯（－ 　6）

●外国人登録者数

▲国際ソロプチミスト
倉吉の皆さん

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
倉
吉
会
長

山や
ま
も
と本 

令れ

い

こ子 

さ
ん

「
女
性
と
子
ど
も
に
対
す
る
奉

仕
活
動
か
ら
元
気
を
届
け
る
」

▲池田カオル作
「とどいた調べ」

　

最
近
、物
忘
れ
が
ひ
ど
い
。所
用
を
思
い
出
し
、立
ち

上
が
っ
た
途
端
に
、そ
の
所
用
が
何
だ
っ
た
か
忘
れ

て
し
ま
う
…
な
ん
て
こ
と
は
し
ば
し
ば
。若
い
こ
ろ

は
、「
物
忘
れ
」な
ん
て
怠
惰
の
言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
に
、本
気
で
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

先
日
、丁
度
病
院
で「
も
の
忘
れ
テ
ス
ト
」な
る
も
の
を

受
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。机
の
上
に
並
べ
ら
れ
た

物
や
プ
リ
ン
ト
の
内
容
を
覚
え
て
お
く
も
の
で
、意
外

に
も
こ
れ
が
満
点
。お
医
者
さ
ん
か
ら
も「
満
点
は
珍

し
い
で
す
よ
」と
太
鼓
判
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。脳（
機

能
）よ
り
覚
え
て
お
こ
う
と
す
る
気
持
ち（
使
い
方
）が

鈍
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。歳
を
と
る
と
、「
忘
れ
た
い
こ

と
」や「
忘
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」も
増
え
る
の

で
自
己
防
衛
機
能
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
Ｙ
・
Ｔ
）

　

最
近
、気
温
が
高
く
な
り
、日
照
時
間
も
長
く
な
っ

て
き
た
の
で
、夏
が
近
づ
い
て
き
た
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。し
か
し
、気
候
の
ほ
か
に
も
季
節
の
変
化
を
実

感
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、寝
る
と
き
に
聞

こ
え
る
カ
エ
ル
な
ど
の
鳴
き
声
。日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
な
音
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
気
が
付
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、季
節
ご
と
に
セ
ミ
や
ス
ズ

ム
シ
な
ど
の
虫
た
ち
の
鳴
き
声
が
、季
節
の
変
化
を

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。普
段
は
気
付
か
な
い
日
常

の
小
さ
な
物
事
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、楽
し
い
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
Ｋ
・
Ｉ
）


